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設問 10 

設問１０

① 膀胱腫瘍

② 膀胱結石

③ 急性単純性膀胱炎

④ 肉柱

⑤ 膀胱憩室

26才 女性
朝方、尿の色調の異変に気付き、泌尿器科を受診。
尿検査（表10）で潜血反応を認めたため、腹部超音波
検査を施行。その時の膀胱の超音波画像（図10）を示し
ます。画像より最も疑われるものはどれか、下記の①～
⑤より一つ選んで下さい。

※検査施行時、体位変換や振動による移動は
認められませんでした。

検査項目 結果 下限値 上限値 単位名称

尿一般

色調 黄色

所見 透明

蛋白定性 [-]

糖 定性 [-]

ウロビリノゲン [+-]

ビリルビン [-]

アセトン体 [-]

pH 6.5 4.8 7.5

潜血反応 [2+] H -1

比重 1.015 1.01 1.03

亜硝酸塩 [-] 0

沈査

白血球数 10～19 個/HPF

赤血球数 50～99 個/HPF

扁平上皮 1～4 個/HPF

コメント1 移行上皮

コメント2 <1/HPF

コメント3 細菌（+）

図10 下腹部（静止画） 表10 尿検査

 

 

 

正解は①、正解率は 95.0％でした。 

 

 

膀胱腫瘍についての問題でした。 

 

 

【解説】 

図 10 について解説します。 

 

図 10 下腹部（静止画） 

 

 

膀胱内腔に隆起性の腫瘤が認められます。表面はやや不整で、乳頭状のもののように見えます。 
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表 10 について解説します。 

表 10 
検査項目 結果 下限値 上限値 単位名称 
尿一般   

色調 黄色   
所見 透明   

蛋白定性 （‐）   

糖 定性 （‐）   
ウロビリノゲン （±）   
ビリルビン （‐）   
アセトン体 （‐）   
pH 6.5 4.8 7.5   
潜血反応      （2+） （‐）   
比重 1.015 1.01 1.03   
亜硝酸塩 （‐） （‐）   

沈査   
白血球数 10～19 個/HPF 
赤血球数 50～99 個/HPF 
扁平上皮 1～4 個/HPF 
コメント 1 移行上皮   
コメント 2 <1/HPF   
コメント 3 細菌（+）   

 
一般検査では、潜血反応が（2+）と高値を示し血尿を認めます。 
 
沈渣では、白血球数が 1 視野 10～19 個と 5 個以上みられ異常値です。尿路の炎症性疾患（腎

盂腎炎・膀胱炎・尿道炎・前立腺炎など）の場合に著明に増加します。その他、尿路の結石・腫瘍な

どでも増加します。 
また、赤血球数も 50～99 個と 5 個以上みられ異常値です。多くの腎・尿路系疾患および出血性

疾患で尿中に出現します。その形態により出血部位がわかる場合もあります。 
扁平上皮は個数が少なく、女性のため外陰部や膣部由来の細胞の混入も示唆されます。 
移行上皮は、腎盂腎盃から尿管・膀胱・内尿道口までの粘膜に由来します。由来部位の炎症、結

石症などで出現します。 
細菌は、健常人でも通常の排尿の場合、尿道などからの混在があり、ある程度の細菌は存在して

います。 
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【線維腺腫（fibroadenoma）】 
 １．概念 
    若年者（通常は 10～20 歳代）に好発する良性腫瘍で、間質（線維）と上皮（腺）両方の増生か 
    らなる混合性腫瘍である。 
    組織学的には、管内型（intracanalicular type）、管周囲型（pericanalicular type）、類臓   
    器型（organoid type）、乳腺症型（mastopathic type）の 4 つに分類されている。 
    若年者で見られる線維腺腫は、間質（線維）の細胞密度が高く浮腫状又は粘液腫様である。 
    経年変化により間質（線維）の細胞密度は低下し、硝子化や石灰化が生じる。 
 
 ２．超音波所見 
    ①形状 ： 楕円形、軽い分葉形 
    ②内部エコー ： 均質 （時間とともに硝子化、石灰化する） 
    ③境界部 ： 明瞭平滑 
    ④後方エコー ： 増強 （時間とともに次第に減弱する） 
    ⑤縦横比 ： 小さい 
 

〈線維腺腫〉 

       
 
以上のことから粘液癌と線維腺腫の鑑別は、B モードの超音波画像で共通する部分があり、鑑別が

困難になる場合がある為、カラードップラなどの血流や、エラストグラフィなども用いて評価していかな

ければならないと思われる。 
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